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文
久
二
年
九
月
十
日
（
一
八
六
二
年
十
一
月
一
日
）
、
ポ
ン
ペ
が
帰
国
の
途
に
つ
い
た
翌
日
、
オ
ラ
ン
ダ
商
船
カ
リ
ッ
プ
ス
号
が
長
崎
を
出
帆
し
た
。
こ
の
商
船
に
は
わ
が
国
で
最
初
の
海
軍
留
学
生
と
し
て
洋
行
す
る
一
行
十
五
人
が
搭
乗
し
て
い
た
。
こ
の
時
、
長
崎
の
養
生
所
か
ら
も
伊
東
玄
伯
及
び
林
研
海
が
随
員
と
し
て
加
わ
っ
た
。
伊
東
玄
伯
と
林
研
海
の
二
人
は
丈
久
元
年
十
月
二
十
四
日
（
一
八
六
一
年
十
一
月
二
十
六
日
）
、
安
藤
対
馬
守
の
命
に
よ
っ
て
江
戸
か
ら
医
学
伝
習
の
た
め
、
養
生
所
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
　
こ
の
二
人
の
長
崎
派
遣
は
文
久
元
年
七
月
、
養
生
所
設
立
が
行
わ
れ
た
当
時
か
ら
長
崎
奉
行
所
が
幕
府
に
交
渉
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
奉
行
所
で
は
、
執
七
役
と
し
て
招
聴
し
、
そ
の
住
居
も
養
生
所
内
に
設
立
し
た
の
で
あ
る
。
七
月
、
奉
行
所
の
進
達
し
た
「
長
崎
養
生
所
江
執
七
役
之
者
御
差
下
之
儀
申
上
候
書
付
」
が
佐
藤
清
五
郎
を
、
経
て
安
藤
対
馬
守
に
届
け
ら
れ
た
の
は
七
月
二
十
六
日
（
陽
暦
八
月
三
十
一
日
）
で
あ
っ
た
が
、
九
月
十
三
日
（
陽
暦
十
月
十
六
日
）
、
幕
府
は
長
崎
奉
行
に
「
覚
」
及
び
別
紙
を
発
し
、
申
し
渡
す
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
執
七
役
住
居
の
設
立
に
つ
い
て
は
十
二
月
二
十
七
日
（
一
八
六
二
年
一
月
二
十
六
日
）
、
岡
部
駿
河
守
、
高
橋
美
作
守
、
有
馬
帯
刀
の
連
署
を
以
て
、
養
生
所
及
び
医
学
所
の
新
規
御
普
請
の
完
成
と
そ
の
形
を
検
分
し
た
報
告
の
中
に
併
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
執
七
役
住
居
の
完
成
報
告
よ
り
先
、
十
月
二
十
四
日
（
陽
暦
十
一
月
二
十
六
日
）
に
は
幕
府
は
伊
東
玄
朴
の
養
子
玄
伯
と
林
洞
海
の
子
研
海
と
を
長
崎
に
医
学
伝
習
の
た
め
派
遣
し
た
。
当
時
、
ポ
ン
ペ
の
帰
国
す
る
一
年
前
で
、
丁
度
、
臨
床
各
科
の
教
科
課
程
が
進
め
ら
れ
て
い
る
時
期
で
あ
つ
た
。
（
「
従
万
延
二
年
至
文
久
二
年
、
文
書
科
事
務
簿
、
手
頭
留
、
公
事
方
」
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
配
向
江
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
医
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玄
朴
養
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
玄
　
伯
一90一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
医
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洞
海
伜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
　
研
　
海
　
　
右
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表
江
医
学
為
伝
習
被
差
遣
同
所
養
生
所
之
御
用
向
茂
相
心
得
候
　
　
様
可
被
遣
候
　
右
之
通
安
藤
対
馬
守
殿
被
仰
渡
候
旨
江
府
孟
申
来
候
条
得
其
意
支
配
之
　
も
の
江
も
可
申
聞
置
候
　
　
　
酉
　
十
月
廿
四
日
（
三
字
朱
）
　
二
人
は
長
崎
に
到
着
後
、
誓
詞
を
奉
行
所
に
提
出
し
た
。
・
こ
れ
を
検
分
し
た
奉
行
所
で
は
文
久
二
年
一
月
十
七
目
（
一
八
六
二
年
二
月
十
五
目
）
、
　
宿
次
に
よ
り
「
当
地
江
為
医
学
伝
習
被
差
遣
候
伊
東
玄
伯
林
研
海
誓
詞
見
届
候
趣
申
上
候
書
付
」
を
幕
府
に
報
じ
た
。
幕
府
は
二
月
二
十
二
日
（
陽
暦
三
月
二
十
二
日
）
に
受
領
し
た
が
、
ポ
ン
ペ
の
帰
国
に
伴
い
、
二
人
は
共
に
オ
ラ
ン
ダ
留
学
の
機
会
を
得
、
海
軍
留
学
生
等
と
行
を
共
に
し
た
の
で
あ
る
。
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右
者
今
般
和
蘭
陀
国
江
御
誹
蒸
気
船
壱
艘
製
作
中
諸
術
為
研
究
被
差
遣
候
付
威
臨
丸
二
乗
組
当
月
上
旬
江
戸
出
帆
い
た
し
出
崎
差
船
之
上
異
国
便
二
而
出
帆
い
た
し
候
旨
申
来
候
間
為
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得
相
達
候
支
配
之
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聞
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候
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月
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戌
　
六
　
月
　
さ
て
、
こ
の
二
人
の
代
り
に
戸
塚
静
伯
、
佐
藤
道
碩
、
大
槻
玄
俊
が
派
遣
さ
れ
て
、
安
政
五
年
七
月
八
日
（
一
八
五
八
年
八
月
十
六
日
）
の
蘭
医
学
習
に
関
す
る
幕
府
の
方
針
は
変
更
さ
れ
ず
、
叉
、
文
久
元
年
の
有
吉
周
平
の
書
簡
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
る
医
学
伝
習
の
廃
止
も
単
な
る
政
治
的
な
策
動
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
江
戸
で
は
蕃
書
取
調
所
が
一
ツ
橋
門
外
に
移
さ
れ
、
洋
学
調
所
と
改
称
さ
れ
、
修
業
を
奨
励
さ
れ
た
丈
久
二
年
五
月
に
は
外
交
上
、
兵
備
の
充
実
、
簡
易
質
直
の
目
的
を
以
て
政
策
変
革
の
方
針
が
決
定
さ
れ
た
が
、
又
、
政
治
改
革
、
経
費
節
約
の
令
が
下
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
留
学
生
の
決
定
も
こ
う
し
た
時
代
を
背
景
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
六
月
に
は
洋
書
調
所
稽
古
希
望
者
は
万
石
以
下
の
陪
臣
の
者
に
も
、
両
丈
典
旬
読
修
了
の
者
に
限
り
修
学
を
許
容
さ
れ
る
べ
き
旨
が
布
告
さ
れ
た
。
そ
し
て
普
請
奉
行
、
小
普
請
奉
行
の
廃
止
に
伴
う
政
治
機
構
改
革
が
頻
り
に
行
わ
れ
た
の
も
海
軍
留
学
の
決
定
し
た
六
月
一92一
で
あ
っ
た
。
閏
八
月
に
は
開
港
に
伴
う
世
情
の
変
改
に
よ
っ
て
、
上
下
一
致
し
て
国
威
の
振
興
に
努
力
し
、
文
武
の
充
実
を
心
掛
け
る
べ
き
訓
令
が
示
さ
れ
、
叉
、
医
師
召
出
の
制
を
改
め
、
そ
の
人
一
代
限
り
扶
持
す
る
旨
を
令
さ
れ
た
。
そ
し
て
医
師
に
対
し
て
は
西
洋
医
学
の
研
究
が
奨
励
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
再
び
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
留
学
生
一
行
の
こ
と
に
戻
ろ
う
。
文
久
二
年
九
月
十
一
日
（
一
八
六
二
年
十
一
月
二
日
）
、
ポ
ン
ペ
の
搭
乗
し
た
ヤ
コ
ブ
・
エ
ン
・
ア
ン
ナ
号
の
跡
を
追
っ
て
長
崎
を
出
帆
し
た
カ
リ
ッ
プ
ス
号
は
希
望
に
満
ち
た
わ
が
国
最
初
の
海
軍
留
学
生
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
運
び
去
っ
た
。
こ
の
留
学
生
た
ち
は
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
紹
介
状
を
持
っ
て
い
た
が
、
プ
ロ
・
リ
ア
ル
島
で
難
破
し
、
バ
タ
ビ
ア
を
経
て
オ
ラ
ン
ダ
の
ブ
ロ
ウ
ル
ス
．
ハ
ー
ヘ
ン
に
着
い
た
の
は
文
久
三
年
四
月
十
六
日
（
一
八
六
三
年
六
月
二
日
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
翌
々
日
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
着
い
た
。
ポ
ン
ペ
は
こ
の
留
学
生
一
行
を
訪
問
し
、
自
分
は
今
度
、
カ
ッ
テ
ン
ダ
イ
ケ
海
軍
大
臣
か
ら
目
本
留
学
生
掛
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
云
っ
た
。
同
月
二
十
四
日
（
陽
暦
六
月
十
日
）
ポ
ン
ペ
は
オ
ラ
ン
ダ
外
務
大
臣
よ
り
与
え
ら
れ
た
注
意
書
を
留
学
生
達
に
届
け
た
が
、
そ
れ
に
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長
崎
医
学
の
基
礎
基
い
て
留
学
生
た
ち
は
専
門
別
に
分
散
、
研
究
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ハ
ー
グ
ヘ
移
っ
た
も
の
は
内
田
恒
次
郎
（
海
軍
諸
術
）
、
榎
本
釜
次
郎
（
同
上
及
び
機
関
学
）
、
　
沢
太
郎
左
右
ヱ
門
（
同
上
及
び
砲
術
）
、
赤
松
大
三
郎
（
同
上
及
び
造
船
学
）
、
田
口
俊
平
（
同
上
及
び
測
量
学
）
、
伊
東
玄
伯
（
医
学
）
、
林
研
海
（
医
学
）
の
七
名
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
残
っ
た
の
は
津
田
真
一
郎
（
法
律
、
国
際
法
、
財
政
学
、
統
計
学
）
、
　
西
周
助
（
同
上
）
の
二
名
と
水
夫
頭
古
川
庄
八
以
下
六
名
で
、
ラ
イ
デ
ン
市
に
お
い
て
語
学
と
専
門
の
科
目
の
実
習
に
努
め
た
。
こ
の
留
学
生
た
ち
の
世
話
一
切
を
ポ
ン
ペ
が
受
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
伊
東
玄
伯
（
後
の
方
成
）
及
び
林
研
海
は
元
来
長
崎
病
院
詰
で
、
ポ
ン
ペ
の
門
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
二
人
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
フ
の
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
鎮
守
府
病
院
に
入
る
前
に
、
物
理
学
、
化
学
、
人
身
窮
理
学
な
ど
に
関
す
る
ポ
ン
ペ
の
講
義
を
き
い
た
。
留
学
生
た
ち
は
学
問
上
の
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
生
活
上
の
こ
と
ま
で
ポ
ン
ペ
に
相
談
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
グ
留
学
の
一
行
は
、
各
商
店
で
物
を
購
入
す
る
の
に
前
金
払
で
あ
る
と
か
、
商
品
も
一
個
宛
し
か
見
せ
な
い
と
か
、
料
理
店
、
カ
フ
ェ
な
ど
で
も
前
金
を
取
ら
れ
て
難
儀
し
た
の
で
、
こ
れ
を
ポ
ン
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第
十
節
　
日
本
最
初
の
オ
ラ
ソ
ダ
海
軍
留
学
生
ぺ
に
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
ポ
ン
ペ
は
「
誠
に
遺
憾
だ
が
、
先
年
、
日
本
使
節
に
随
行
し
て
来
た
小
者
の
う
ち
、
元
々
言
葉
が
通
じ
な
い
の
で
、
各
商
店
か
ら
勝
手
に
商
品
を
持
ち
去
っ
た
り
、
無
銭
飲
食
な
ど
し
て
い
た
た
め
、
各
商
店
と
も
旧
本
人
に
は
こ
り
こ
り
し
て
い
る
。
も
う
し
ば
ら
く
辛
抱
し
て
く
れ
、
い
ず
れ
元
に
戻
ろ
う
」
と
云
っ
た
。
又
、
道
路
で
、
小
学
生
た
ち
が
、
留
学
生
一
行
に
つ
い
て
来
て
、
必
ず
何
か
パ
ー
く
ギ
ャ
ー
く
唱
い
甦
す
の
で
、
そ
れ
も
ポ
ン
ペ
に
質
間
し
た
。
ポ
ン
ペ
は
こ
れ
も
前
と
同
じ
時
に
流
行
し
た
認
刺
歌
だ
と
説
明
し
、
そ
の
歌
詞
を
教
え
て
く
れ
た
。
　
　
世
の
中
に
厚
い
皮
は
数
々
あ
る
が
　
　
日
本
人
の
面
の
皮
ほ
ど
厚
い
も
の
は
な
か
ろ
う
　
　
こ
れ
を
太
鼓
に
張
っ
た
な
ら
　
　
き
っ
と
よ
い
音
が
出
る
だ
ろ
う
　
、
　
こ
の
歌
は
留
学
生
一
行
を
憤
激
さ
せ
た
数
篇
中
の
一
篇
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
明
治
三
十
四
年
五
月
、
沢
太
郎
左
衛
門
の
子
息
沢
鑑
之
丞
氏
が
ハ
f
グ
に
行
っ
た
時
も
唱
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
一
ポ
ン
ペ
は
留
学
生
の
接
待
を
姶
め
て
、
約
一
ケ
月
後
の
あ
る
朝
、
新
聞
紙
を
手
に
し
て
各
宿
舎
に
来
て
「
皆
さ
ん
悦
ん
で
下
さ
い
。
今
朝
の
新
聞
に
こ
ん
な
愉
快
な
記
事
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
云
づ
て
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
朝
刊
紙
中
の
次
の
記
事
を
み
せ
た
。
　
　
日
本
人
の
行
為
に
関
し
、
先
年
渡
来
し
た
使
節
の
随
行
員
中
に
下
流
　
　
の
人
物
が
多
か
つ
た
の
で
そ
の
所
行
は
極
め
て
随
劣
で
、
市
民
に
頗
　
　
る
迷
惑
を
か
け
、
何
れ
も
蛇
蜴
の
如
く
思
っ
て
い
た
が
、
今
度
留
学
　
　
生
と
し
て
渡
来
中
の
目
本
人
は
そ
れ
と
は
雲
泥
の
差
の
あ
る
真
の
紳
　
　
士
で
あ
る
。
故
に
、
各
商
店
は
云
う
に
及
ば
ず
、
何
れ
に
て
も
相
当
　
　
の
待
遇
を
す
る
の
が
至
当
で
あ
る
。
　
こ
の
他
、
ツ
ウ
ニ
ー
ヤ
ッ
パ
ー
ネ
ス
と
称
す
る
歌
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
日
本
人
は
二
人
で
ハ
ス
を
抱
え
て
歩
く
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
乞
食
が
一
人
で
で
も
バ
ス
は
持
つ
て
行
く
の
に
と
い
う
意
味
の
歌
で
あ
る
。
日
本
人
の
一
人
歩
き
出
来
な
い
の
を
嘲
笑
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
ポ
ン
ペ
の
指
導
が
適
当
で
あ
っ
た
た
め
か
、
林
等
の
洋
行
の
際
に
は
こ
れ
等
の
歌
を
消
滅
さ
せ
る
程
に
立
派
な
態
度
で
あ
っ
た
の
で
、
大
い
に
日
本
人
の
名
誉
を
挽
回
し
た
訳
で
あ
る
。
こ
れ
は
沢
太
郎
左
衛
門
及
び
林
若
樹
両
氏
の
筆
録
に
示
さ
れ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
に
滞
在
中
の
伊
東
玄
伯
及
び
林
研
海
の
動
静
に
つ
い
て
は
幕
末
外
交
関
係
文
書
に
散
見
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
伝
記
も
出
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
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こ
こ
で
帰
国
後
の
ポ
ン
ペ
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
一
八
六
四
年
（
元
治
元
年
）
、
　
三
十
三
才
の
時
、
ハ
ー
グ
に
病
院
を
開
業
し
、
ヘ
ン
リ
エ
ッ
テ
・
ル
ー
シ
ー
・
デ
・
モ
ウ
リ
ン
　
田
の
b
ユ
①
辞
①
冒
o
年
ω
一
①
号
ζ
○
色
ぎ
と
結
婚
し
、
翌
年
、
ブ
レ
ダ
近
郊
ギ
ー
メ
ン
ヶ
ン
で
長
男
を
儲
け
た
。
一
八
六
六
年
（
慶
応
二
年
）
、
　
ハ
ー
グ
に
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
時
に
は
、
長
崎
に
お
け
る
経
験
に
基
き
、
そ
の
撲
滅
に
尽
力
し
、
こ
の
年
、
二
男
を
得
た
が
、
一
八
六
七
年
（
慶
応
三
年
）
に
は
ハ
！
グ
参
事
会
委
員
に
な
り
、
シ
ウ
エ
ン
ニ
ン
ゲ
ン
海
水
浴
場
や
ハ
ー
グ
病
院
な
ど
の
監
督
を
依
托
さ
れ
た
。
一
方
、
一
八
六
三
年
（
文
久
三
年
）
、
　
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
赤
十
字
規
約
十
箇
条
が
決
議
さ
れ
、
翌
年
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
十
六
箇
国
の
政
府
代
表
者
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
会
議
を
開
き
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
ス
イ
ス
外
十
一
箇
国
の
間
に
赤
十
字
条
約
が
成
立
し
、
赤
十
字
国
際
委
員
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
ポ
ン
ペ
は
ハ
ー
グ
に
在
っ
て
第
一
回
の
委
員
に
な
り
、
赤
十
字
社
の
た
め
に
四
百
の
病
床
を
備
え
た
移
動
病
院
を
組
織
し
、
一
八
七
〇
年
八
月
（
明
治
三
年
）
の
普
仏
戦
争
の
際
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
国
王
の
命
に
よ
っ
て
、
三
時
間
の
う
ち
に
赤
十
字
社
病
院
隊
と
共
に
戦
地
に
赴
き
、
三
十
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
時
間
後
に
は
ド
イ
ッ
の
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
で
負
傷
者
を
収
容
し
た
兵
営
内
で
二
百
の
病
床
を
備
え
た
仮
病
院
を
開
設
し
、
数
日
後
に
は
ベ
ッ
ト
数
を
六
百
に
増
加
し
た
。
ポ
ン
ペ
の
率
い
る
オ
ラ
ン
ダ
の
赤
十
字
病
院
は
、
最
も
早
く
戦
場
に
到
着
し
た
の
で
、
迅
速
、
果
敢
な
ポ
ン
ペ
の
処
置
が
多
く
の
人
々
に
感
銘
を
与
え
、
そ
の
功
績
は
広
く
認
識
さ
れ
た
。
　
一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
、
　
・
シ
ア
駐
劃
日
本
全
権
公
使
榎
本
武
揚
の
依
頼
に
よ
っ
て
、
そ
の
外
交
顧
問
と
な
り
、
セ
ン
ト
・
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
に
赴
き
、
翌
々
年
ま
で
同
地
に
滞
在
し
、
日
本
と
・
シ
ア
の
外
交
に
関
与
し
、
大
い
に
斡
旋
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
日
本
か
ら
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
を
贈
ら
れ
た
。
一
八
七
七
年
（
明
治
十
年
）
、
帰
国
後
、
南
オ
ラ
ン
ダ
の
ベ
ル
ゲ
ン
・
オ
プ
・
ツ
ォ
！
ム
に
牡
蠣
の
養
殖
事
業
を
創
め
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
ラ
ッ
セ
ル
と
オ
ラ
ン
ダ
の
間
を
往
復
し
て
い
た
が
、
晩
年
、
事
業
に
失
敗
し
た
と
云
う
。
　
な
お
、
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
年
）
九
月
二
十
三
日
、
ド
イ
ツ
の
カ
ル
ル
ス
・
ル
ー
エ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
四
回
万
国
赤
十
字
会
議
に
オ
ラ
ン
ダ
代
表
と
し
て
出
席
し
た
ポ
ン
ペ
は
、
席
上
、
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第
十
節
　
　
目
本
最
初
の
オ
ラ
ソ
ダ
海
軍
留
学
生
、
同
年
五
月
二
十
四
日
に
始
め
て
博
愛
社
を
改
め
て
、
日
本
赤
十
字
社
と
称
し
、
委
員
を
派
遣
し
た
日
本
側
代
表
（
日
本
赤
十
字
社
幹
事
松
平
乗
承
及
び
陸
軍
軍
医
総
監
兼
日
本
赤
十
字
社
委
員
嘱
托
石
黒
忠
恵
）
を
援
け
て
立
場
を
有
利
に
導
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
で
自
分
の
教
導
す
る
学
生
の
指
導
を
怠
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
異
境
に
在
っ
て
も
な
お
指
導
す
る
愛
情
を
失
わ
な
か
っ
た
ポ
ン
ペ
の
姿
が
覗
わ
れ
よ
う
。
そ
し
て
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
年
）
十
月
七
日
、
七
十
九
才
で
彼
し
た
が
、
長
い
生
涯
の
う
ち
、
青
壮
年
期
を
長
崎
に
滞
在
し
、
わ
が
国
の
医
学
の
進
歩
に
尽
し
た
功
績
は
名
声
の
み
高
い
シ
ー
ボ
ル
ト
に
比
し
て
遜
色
の
な
い
偉
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
勲
章
や
称
号
を
贈
っ
た
国
と
し
て
は
わ
が
国
の
み
な
ら
ず
、
・
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
そ
の
他
が
あ
り
、
諸
国
の
赤
十
字
社
章
を
所
持
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
み
な
ら
ず
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
ー
な
ど
の
諸
学
会
の
名
誉
会
員
で
あ
っ
た
。
「60ノ「
